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球状黒鉛部の EPMA分析で特に Bi,Pbは黒鉛の (0001)面に沿い同心円状に分布することを示し,
2,鋳鉄溶解温度より沸点が高いが H を吸蔵しやすく,吸蔵量は温度上昇によって急減する元素 Ce









第4章では,まず代表的な球状化元素の Ce及び Mgの球状黒鉛生成機構 を気泡説で検討し,Ce
添加での黒鉛球状化の経時減衰効果 (fading)がMg添加でのそれより小であるのを CeとH問結合
の切断過程の温度依存性により説明し, ついで Mg添加での球状黒鉛生成の圧力依存性すなわち高圧






















る元素 S,Se,Te,Bi及びPbの添加,予め吸蔵した Hガスを放出する元素 Ce,Y,La,Ti及び Zrの








3. Mg処理での黒鉛球状化の経時減衰現象は主として Mg気泡の浮上散逸によることを 明らかに
し,Ce処理でのそれが Mg処理でのそれより小であるのは主として CeからのH放出に時間を要す
ることにより説明されることを示した｡
4. Mg添加後の冷却凝固初期に気泡が黒鉛の成長で充填された後の外方-の成長段階では,周りに
形成する γFe殻は多結晶で粒界は液態であり,球状黒鉛の球形状の劣化の原因となることを凝固中断
焼入れ及び恒温凝固法により明らかにした｡
5. 球状化元素あるいは条件により球状化元素といわれるすべての元素の作用は溶融鋳鉄中に球状黒
鉛形成に必要な気泡を提供することにあり,又球状化阻害元素の作用は球状化元素と反応して有効な気
泡を滅ずるか,偏析あるいは鉄の融点降下を生じ,気泡を充填後の球状黒鉛の外方への成長過程で形状
を悪くすることにあるとして説明できることを示した｡
以上要するに,本論文は鋳鉄の黒鉛球状化機構について,気泡への黒鉛の晶出によるとする新しい気
泡説を示し,その実証を行なってその妥当性を明らかにするとともに球状化元素と球状化阻害元素の作
用を統一的に説明する有力な根拠を与えたもので学術上,実際上寄与するところが少なくない｡
よって,本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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